
次の計算をしなさい。

次の計算をしなさい。 ５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

①　2x （3x－ y）

③　
1
5 a （10a－5b）

②　（x－2y＋4 z）×（－3x）

④　（6a－9b－12）×（－ 
2
3 a ）

①　（a－2b）（x＋ y）

①　（a＋ b）（3a－2b＋2）

③　（3x－1）（y＋5）

②　（x－4）（y＋2）

②　（a＋3b－2）（a－4）

④　（4x＋3）（y－2）

⑤　（2a＋5）（a－3）

⑦　（a＋ b）（3a－4b）

⑥　（3a＋4）（a－5）

⑧　（3x＋2y）（4x－3y）

①　（4a 2－12a）÷（－4a）

③　（10xy＋15x）÷ 
5
4 x

②　（15x 2y－10xy）÷5xy

④　（2x 2y－4xy 2）÷（－ 
2
3 xy ）

③　 2x－3
3x＋5×

④　 2x＋4y－3
3x－2y×

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

５点×４

①

②

③

④

次の式を展開しなさい。

次の計算をしなさい。

2x 2－3x 2x 2＋4xy－3x
10x－15 －4xy －8y 2＋6y

2x 2＋7x－15 2x 2 －3x－8y 2＋6y

＝2x×3x－2x× y

＝（4a 2－12a）×（－ 
4a
1

 ） ＝（15x 2y－10xy）× 
5xy
1

＝（2x 2y－4xy 2）×（－ 
2xy
3

 ）
＝－ 

1
2x 2y

 × 
2xy
3

 ＋ 
1
4xy 2

 × 
2xy
3

＝（10xy＋15x）× 
5x
4

＝ 
1
10xy

 × 
5x
4

 ＋ 
1
15x

 × 
5x
4

＝ 
5xy
15x 2y

 － 
5xy
10xy

＝－ 
4a
4a 2

 ＋ 
4a
12a

＝ 
a
5

 × 
1
10a

 － 
a
5

 × 
1
5b

＝ 
1
6a

 ×（－ 
3
2a

 ）－ 
1
9b

 ×（－ 
3
2a

 ）－ 
1
12

 ×（－ 
3
2a

 ）
＝－ 

1
6a

 × 
3
2a

 ＋ 
1
9b

 × 
3
2a

 ＋ 
1
12

 × 
3
2a

＝ x×（−3x）−2y×（−3x）＋4 z×（−3x）

－ a＋3

3x－2

8y＋12

－3x＋6y

6x 2－2x y

－3x 2＋6xy－12x z

2a 2－ ab

－4a 2＋6ab＋8a

3a 2－11a－20

3a 2－ ab－4b 2

12x 2－ x y－6y 2

3a 2＋ ab－2b 2＋2a＋2b

a 2＋3ab－6a－12b＋8

2x 2＋7x－15

2x 2－8y 2－3x＋6y

2a 2－ a－15

4xy－8x＋3y－6

3xy＋15x－ y－5

xy＋2x－4y－8

ax＋ ay－2bx－2by

＝2a 2－6a＋5a－15

＝3a 2－4ab＋3ab－4b 2

＝3a 2－2ab＋2a＋3ab－2b 2＋2b ＝ a 2－4a＋3ab－12b－2a＋8

＝3a 2－15a＋4a－20

＝12x 2－9xy＋8xy－6y 2



次の式を展開しなさい。

次の式を展開しなさい。

次の式を展開しなさい。

①　（x＋2）（x＋5） ②　（x＋1）（x＋7）

③　（x－3）（x－6）

⑦　（x－5y）（x＋3y）

④　（x＋4）（x－1）

⑧　（3x－2）（3x＋7）

⑤　（ x＋ 
3
4

 ）（ x－ 
1
2

 ） ⑥　（x＋0 .2）（x－0 .9）

次の式を展開しなさい。

①　（x＋2）2

③　（2x－ y）2

②　（3x－4）2

④　（ x－ 
2
3 y ）

2

①　（x＋5）（x－5）

③　（2x＋5y）（2x－5y）

②　（x＋2y）（x－2y）

④　（ x＋ 
1
2 y ）（ x－ 

1
2 y ）

①　（－ x－6）2

③　（－ x－7）（－ x＋7）

②　（－2a＋3b）2

④　（－3x＋8y）（－8y－3x）

５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

＝ x 2＋（2＋5）x＋2×5

＝ x 2＋（－3－6）x＋（－3）×（－6）

＝ x 2＋（－5y＋3y）x＋（－5y）×3y

＝ x 2＋2× x×2＋2 2

＝ x 2－5 2

＝（－ x）2－2×（－ x）×6＋6 2

＝（－ x）2－7 2

＝（2x）2－（5y）2

＝（2x）2－2×2x× y＋ y 2

x 2＋7x＋10
＝ x 2＋（1＋7）x＋1×7

＝ x 2＋（4－1）x＋4×（－1）

＝ x 2＋（0 .2－0 .9）x＋0 .2×（－0 .9）

＝（3x）2＋（－2＋7）×3x＋（－2）×7

＝（3x）2－2×3x×4＋4 2

＝ x 2－（2y）2

＝（－2a）2＋2×（－2a）×3b＋（3b）2

＝（－3x＋8y）（－3x−8y）
＝（－3x）2－（8y）2

＝ x 2－（ 
1
2

y ）
2

x 2＋ 
1
4

x － 
3
8

x 2－ 
4
3

xy ＋ 
4
9
y 2

x 2－ 
1
4
y 2

＝ x2－2× x× 
2
3

y＋（ 
2
3

y ）
2

＝ x 2＋（ 
3
4

 － 
1
2

 ）x＋ 
3
4

 ×（－ 
1
2

 ）

x 2＋8x＋7

x 2－9x＋18

x 2＋3x－4

x 2－0 .7x－0 .18

x 2＋4x＋4

9x 2－24x＋16

4x 2－4x y＋ y 2

x 2－25

x 2－4y 2

4x 2－25y 2

x 2＋12x＋36

4a 2－12ab＋9b 2

x 2－49

9x 2－64y 2

x 2－2xy－15y 2

9x 2＋15x－14



次の式を簡単にしなさい。

①　（x＋1）（x－3）＋4x （x－2）

③　（x－3）2＋（x＋4）（x－9）

②　（x－2）（x＋6）－2x （x－3）

④　（x＋5）（x－5）＋（x－7）2

次の式を簡単にしなさい。

①　（x＋ y－4）（x＋ y＋8）

③　（x＋ y－3）（x－ y＋3）

②　（a－ b－5）2

①　3（x＋2）2－（x＋1）（x－6） ②　（x－4）（x＋9）－2（x－3）2

③　（x＋6y）（x－6y）－4（x－3y）2

次の式を展開しなさい。
１０点×３

①

②

③

１０点×３

①

②

③

１０点×４

①

②

③

④

5x 2－10x－3

－ x 2＋10x－12

2x 2－11x－27

2x 2－14x＋24

2x 2＋17x＋18

－ x 2＋17x－54

－3x 2＋24x y－72y 2

x 2＋2xy＋ y 2＋4x＋4y－32

a 2－2ab＋ b 2－10a＋10b＋25

x 2－ y 2＋6y－9

＝ x 2－2x－3＋4x 2－8x

＝ x 2－6x＋9＋ x 2－5x－36

＝3（x 2＋4x＋4）－（x 2－5x－6）
＝3x 2＋12x＋12－ x 2＋5x＋6

＝ x 2－36y 2－4（x 2－6xy＋9y 2）
＝ x 2－36y 2－4x 2＋24xy－36y 2

x＋ y＝Ａとおくと
与式＝（Ａ－4）（Ａ＋8）
 ＝Ａ2＋4Ａ－32
 ＝（x＋ y）2＋4（x＋ y）－32

y－3＝Ａとおくと
与式＝（x＋Ａ）（x－Ａ）
 ＝ x 2－Ａ2

 ＝ x 2－（y－3）2

 ＝ x 2－（y 2－6y＋9）

a－ b＝Ａとおくと
与式＝（Ａ－5）2

 ＝Ａ
2
－10Ａ＋25

 ＝（a－ b）2－10（a－ b）＋25

＝ x 2＋5x－36－2（x 2－6x＋9）
＝ x 2＋5x－36－2x 2＋12x－18

＝ x 2＋4x－12－2x 2＋6x

＝ x 2－25＋ x 2－14x＋49



次の式を因数分解しなさい。

次に式を因数分解しなさい。

①　ax＋5x

①　x 2＋6x＋5

③　x 2－3x＋2

⑤　x 2＋2x－35

⑨　x 2－2xy－15y2

⑦　x 2＋9xy＋18y 2

⑪　x 2－19x＋90

③　6ax－2bx

⑤　ax＋ bx－ cx

⑦　6x2y＋4xy2－2xy

②　xy－ x

②　x 2－4x－21

④　x 2－6x＋8

⑥　x 2＋ x－56

⑩　x 2－11xy＋24y2

⑧　x 2－3xy－10y 2

⑫　x 2＋5xy－150y 2

④　4ax＋10ab

⑥　2x 2y＋4xy 2－6xy

⑧　x 2y＋ xy 2－ xy z

５点×１２

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

　共通因数は2x

　共通因数は2xy

和が6
… 1と 5

積が 5

和が－3
… －1と－2

積が 2

和が 2
… 7と－5

積が－35

和が－2y
… －5yと3y

積が－15y 2

和が 9y
… 3yと6y

積が18y 2

和が－19
…－9と－10

積が 90

和が－4
… －7と 3

積が－21

和が－6
… －2と－4

積が 8

和が 1
… 8と－7

積が－56

和が－11y
…－3yと－8y

積が24y 2

和が－3y
… －5yと2y

積が－10y 2

和が 5y
…15yと－10y

積が－150y 2

　共通因数は 2a

　共通因数は2xy

　共通因数は xy

x （a＋5）

x （y－1）

2x （3a－ b）

2a （2x＋5b）

x （a＋ b－ c）

2xy （x＋2y－3）

2xy （3x＋2y－1）

xy （x＋ y－ z）

（x＋1）（x＋5）

（x－7）（x＋3）

（x－1）（x－2）

（x－2）（x－4）

（x＋7）（x－5）

（x＋8）（x－7）

（x＋3y）（x＋6y）

（x－5y）（x＋2y）

（x－5y）（x＋3y）

（x－3y）（x－8y）

（x－9）（x－10）

（x＋15y）（x－10y）



次の式を因数分解しなさい。

次の式を因数分解しなさい。

次の式を因数分解しなさい。

次の式を因数分解しなさい。

①　x 2－6x＋9

③　4x 2－20x＋25

⑤　9x 2＋24xy＋16y 2

①　x 2－9

③　25x 2－4y 2

③　x 2－16

①　x 2＋8x＋16

①　3x 2－3x－60

（x＋6）2－4（x＋5）

②　x 2＋12x＋36

④　16x 2＋8x＋1

⑥　49x 2－28xy＋4y 2

②　a 2－64

④　x 2－8x

④　
1
4 x 2－ 

1
49 y 2

②　x 2－10x＋16

②　7a 2－28b 2

次の式を因数分解しなさい。
５点×６

①

②

④

⑥

③

⑤

次の式を因数分解しなさい。

（a－ b）2＋3（a－ b）－10

５点×４

①

②

④

③

５点×２

①

②

１０点

１０点

５点×４

①

②

④

③

＝ x 2－3 2

＝（2x）2－2×2x×5＋5 2

＝（3x）2＋2×3x×4y＋（4y）2

＝ a 2－8 2

＝（4x）2＋2×4x×1＋1 2

＝（7x）2－2×7x×2y＋（2y）2

＝（ 
1
2

x ）
2

－（ 
1
7

y ）
2

和が－10
… －2と－8

積が 16

＝3（x 2－ x－20） ＝7（a 2－4b 2）
＝7｛a 2－（2b）2｝

＝ x 2＋2× x×4＋4 2

＝ x 2－4 2

和が－1
… 4と－5

積が－20

＝ x 2－2× x×3＋3 2 ＝ x 2＋2× x×6＋6 2
（x－3）2

（x＋6）2

（2x－5）2

（4x＋1）2

（3x＋4y）2

（7x－2y）2

＝（5x）2－（2y）2

（ 
1
2

x ＋ 
1
7

y ）（ 
1
2

x － 
1
7

y ）

（x＋3）（x－3）

（a＋8）（a－8）

（5x＋2y）（5x－2y）

＝ x 2＋12x＋36－4x－20
＝ x 2＋8x＋16
＝ x 2＋2× x×4＋4 2

＝ A 2＋3A－10
＝（A＋5）（A－2）
＝（a－ b＋5）（a－ b－2）

（x＋4）2

（x－2）（x－8）

x （x－8）

（x＋4）（x－4）

3（x＋4）（x－5）

7（a＋2b）（a－2b）

（x＋4）2

（a－ b＋5）（a－ b－2）



乗法公式や因数分解を利用して，次の計算をしなさい。

連続した２つの奇数の積に１を加えた数は偶数の平方になることを証明しなさい。

１辺の長さが a m と b m の長方形の土地の周囲に幅 d m の道がある。この道の面積を S m２， 

道の真ん中を通る長方形の周囲の長さを r mとするとき， S ＝ d r となることを証明しなさい。

次の問いに答えなさい。

x ＝５， y ＝−２のとき，次の式の値を求めなさい。

①　23×17

①　（x＋1）（x－1）－（x－4）2

①　x＋ y＝６，xy＝４のとき，x 2＋ y 2の値を求めなさい。

③　97 2

②　45 2－25 2

②　x 2＋2xy＋ y 2

②　x－ y＝４，xy＝－３のとき，x 2＋ xy＋ y 2の値を求めなさい。

④　53 2

２０点

　

　

　

　

　

　

　

　

２０点

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１０点×２

①

②

１０点×２

①

②

５点×４

①

②

④

③

391

23

28

9

７

左の証明参照。

左の証明参照。

1400

9409

2809

＝（20＋3）（20－3）

＝（100－3）2

＝ x 2－1－（x 2－8x＋16）
＝ x 2－1－ x 2＋8x－16
＝8x－17
＝8×5－17

＝（x＋ y）2－2xy
＝6 2－2×4

＝（45＋25）（45－25）

＝（50＋3）2

＝（x＋ y）2

＝（5－2）2

＝3 2

＝（x－ y）2＋3xy
＝４

2
＋3×（－3）

nを整数とすると，
連続する2つの奇数は 2n－1，2n＋1と表せる。
（2n－1）（2n＋1）＋1＝4n 2－1＋1＝4n 2＝（2n）2

nは整数だから，2nは偶数である。
よって，連続した2つの奇数の積に1を加えた数は偶数の平方になる。

S＝（a＋2d）（b＋2d）－ ab
＝ ab＋2ad＋2bd＋4d 2－ ab
＝2ad＋2bd＋4d 2　…①

＝（a＋ d＋ b＋ d）×2
＝2a＋2b＋4d

よって，dr＝ d （2a＋2b＋4d）
＝2ad＋2bd＋4d 2　…②

①，②より，S＝ drとなる。

また，r＝（ a ＋ 
1
2

d ×2＋ b＋ 
1
2

d ×2）×2



次の数の平方根を求めなさい。

次の数の平方根を，根号を使って表しなさい。

次の数を根号を使わずに表しなさい。

次の数を根号を使わずに表しなさい。

次の各組の数の大小を，不等号を使って表しなさい。

２＜  a  ＜３にあてはまる自然数 a の値をすべて求めなさい。

１１ の小数第１位の数を求めなさい。

①　25

①　3

①　 6 ， 7

①　（ 5 ）
2

③　－（ 2
5

 ）
2

②　（ － 2 ）
2

④　－（ － 7 ）
2

①　 16

③　－ 4
9

②　0 .6

②　4， 15 ③　－3，－ 8

②　－ 49

④　（－3）2

③　0 .16②　
1
4

③　
2
5

５点×３

①

②

③

５点×３

①

②

③

５点×４

①

②

④

③

５点×４

①

②

④

③

５点×３

①

②

③

５点

　

１０点

　

a＝

5 2＝25
（－5）2＝25

＝ 4 2 ＝－ 7 2

＝ 9

＝ 3 2

（ 
1
2

 ）
2

＝ 
1
4

（－ 
1
2

 ）
2

＝ 
1
4

0 .4 2＝0 .16
（－0 .4）2＝0 .16

（ 
2
3

 ）
2

＝－

6＜7 4＝ 4 2  ＝ 16 3＝ 3 2  ＝ 9

9  ＞ 8  より，－ 9  ＜－ 8

2＝ 4 ，3＝ 9  より， 4  ＜ a  ＜ 9

9  ＜ 11  ＜ 16  より，3＜ 11  ＜4

よって， 11  の整数部分は3

3 .3 2＝10 .89，3 .4 2＝11 .56より，10 .89＜ 11 ＜11 .56

±5

4

5

－7

2

6  ＜  7

4＞  15

－3＜ － 8

－7

3

± 
1
2

－ 
2
3

－ 
2
5

±0 .4

± 3

± 0 .6

± 
2
5

5，6，7，8

3

よって，3 .3＜ 11  ＜3 .4



次のア～コの数を①～④に分類し，記号で答えなさい。

次の分数を循環小数で表しなさい。

次の循環小数を分数で表しなさい。

次の問いに答えなさい。

ア　7　　　　イ　 3　　　  ウ　－ 0 .6　　　エ　 9　　　オ　
1
4

カ　 3
5
　　　キ　0 .3　　　ク　 4

25
　　　　 ケ　π　　　 コ　－ 16

①　無理数　　　②　有理数　　　③　整数　　　④　自然数

①　0 .8
44

①　370mが，1mの位までの測定値のとき，有効数字がはっきりわかる形で表し

なさい。

②　ある数 aの小数第2位を四捨五入したら 2 .4になった。このとき，aの値の範

囲を，不等号を使って表しなさい。

③　0 .1
4

26
44

②　0 .21
4 44

④　0 .35
44

①　
1
3

③　
7
15

②　
9
11

④　
2
27

７点×４

①

②

③

④

７点×４

①

②

③

④

７点×４

①

②

③

④

８点×２

①

②

－

分数で表すことができない数を無理数，分数で表すことができる数を有理数という。

＝0 .33…

＝0 .1
4

×8

＝ 
1
9

 ×8 ＝ 
1
99

 ×21

＝ 
1
999

 ×126

＝ 
8
9

＝ 
21
99

 ＝ 
7
33

＝ 
126
999

 ＝ 
14
111

＝0 .8181…

＝0 .01
44

×21

＝0 .0
4

01
4

×126

x＝0 .35
4

とすると，

10x＝3 .55…

x＝0 .35…

9x＝3 .2

90x＝32 → x＝ 
32
90

 ＝ 
16
45

＝0 .466… ＝0 .074074…

エ　 9  ＝3　　　キ　0 .3＝ 
3
10
　　　ク　

4
25

 ＝ 
2
5
　　　コ　－ 16  ＝－4

ア，エ，オ，キ，ク，コ

イ，ウ，カ，ケ

ア，エ，コ

8
9

7
33

14
111

16
45

ア，エ

0 .3
44

0 .81
4 44

0 .46
44

0 .0
4

74
44

3 .70×102m

2 .35≦ a＜2 .45



次の計算をしなさい。

次の計算をしなさい。

６ ＝２.４４９， ６０ ＝７.７４６として，次の値を求めなさい。

次の数を，分母に根号がない数に変形しなさい。

次の数を  a  の形に変形しなさい。

次の数を，   の中をできるだけ簡単な数にして表しなさい。

③　 21 ÷ 3

③　
48
4

①　 7 × 3

①　5 3 × 20

③　 12 ÷ 8

②　 11 × 33

④　 40 ÷ 15

①　 600 ②　 0 .6

①　
2
5

③　
8
3 2

②　
3

7

④　
6

27

①　2 7

①　 12

③　 50

②　 2 × 18

②　3 5

②　 32

④　 63

５点×２

①

②

５点×３

①

②

③

５点×３

①

②

③

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

＝ 7×3

＝ 4  × 7

＝ 4  × 3

＝ 4×3

＝ 9×7

＝ 9  × 5

＝ 16×2

＝ 25×2

＝ 6  × 100

＝ 16  × 2

＝ 9  × 7

＝ 11  × 11  × 3

＝ 25  × 2

＝ 5 3  × 2 5

＝5×2× 3  × 5

＝ 6  ×10
＝ 
100
60

＝ 
10
60

＝ 2×18
＝ 

3
21

＝ 
16
48

＝ 
21
3

＝ 36

＝ 
2  × 5
5  × 5

＝ 
8
12

＝ 
2
3

＝ 
3  × 2
2  × 2

＝ 
8× 2
3 2  × 2

＝ 
15
40

＝ 
3
8

＝ 
2 2  × 3
3  × 3

＝ 
3×2

8 2

＝ 
3× 7
7  × 7

＝ 
6

3 3

＝ 
3

2

＝ 
2× 3
3  × 3

6

21

28

45

7

3

2 3

4 2

5 2

3 7

5
10

7

3 7

3

4 2

3

2 3

3

2 6

6
2

10 15

11 3

24 .49

0 .7746



次の計算をしなさい。

５点×４

①

②

③

④

次の計算をしなさい。

①　4 3 ＋7 3 ②　 6 －2 6

③　3 7 ＋ 3 －5 3 ＋ 7 ④　－8 2 ＋ 11 ＋10 2 －6 11

次の計算をしなさい。

①　 8 － 2 ②　－ 20 ＋3 5

⑦　 20 ＋ 45 －4 5 ⑧　 24 － 54 ＋ 96

⑤　
15

5
 － 20 ⑥　 32 ＋ 

10

2
 

③　 18 ＋ 50

①　 6 × 18 ＋2 24 ÷ 8 ②　2 3 × 21 － 5 × 35

⑤　
2

7 － 3
⑥　

15 ＋ 2
3

④　 27 ＋ 48

次の計算をしなさい。

①　 8 － 3（ 24 ＋ 2 ）

③　 6（ 3 － 2 ） ④　（ 10 ＋ 8 ）÷ 2

②　
2
3

 － 
3－2 3
2

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×２

①

②

11 3

－ 6

2

5

8 2

7 3

5

9 2

8 3

7

3 2  － 2 3

－4 2  － 6

5  ＋2

2
14  － 6

3

3 5  ＋ 6

6

8 6  －9 2

5

3 6

4 7  －4 3

＝ （4＋7） 3

＝ （3＋1） 7  ＋（1－5） 3 ＝ （－8＋10） 2  ＋（1－6） 11

＝ （1－2） 6

2 2  －5 11

＝ 2 2  － 2

＝ 3 2  ＋5 2

＝ 3 5  －2 5

＝ 2 5  ＋3 5  －4 5

＝ 6 3  ＋2 3

＝ 2 2  －6 2  － 6

＝ 2 6  －3 6  ＋4 6

＝ 6 7  －5 7

＝ 2 3  × 3  × 7  － 5  × 5  × 7

＝ 2  × 3  × 3  － 3  × 2  × 2

＝ 2 2  － 3  × 3  ×2 2  － 3  ×

＝ 4 2  ＋5 2

＝ －2 5  ＋3 5

＝ 3 3  ＋4 3

＝ 
15 × 5
5  × 5

 －2 5

＝ 6  × 6  × 3  ＋ 
2 24
8

＝ 4 2  ＋ 
10 × 2
2  × 2

＝ 
10
2

 ＋ 
2
8

＝ 
（ 7  － 3  ）× 2

2  × 2

＝ 
2

7  × 2  － 3  × 2
＝ 

3
5  × 3  × 3  ＋ 2  × 3

＝ 
3  × 3
2  × 3

 － 
（3－2 3  ）× 2

2  × 2

＝ 
3
6

 － 
2

3 2  －2 6

＝ 
6

2 6  －3（3 2  －2 6  ）

＝ 
6

2 6  －9 2  ＋6 6

＝ 
（ 15  ＋ 2  ）× 3

3  × 3

2



x ＋ y ＝  ５ ＋２，x y ＝  ５ －２のとき，次の式の値を求めなさい。

１０点×４

①

②

③

④

１０点×２

①

②

１０点×２

①

②

１０点×２

①

②

次の計算をしなさい。

次の問いに答えなさい。

次の問いに答えなさい。

①　（ 5＋ 3 ）
2

①　x ＝ 6 ＋5のとき，x 2－10x＋25の値を求めなさい。

②　x ＝ 2 ＋3，y ＝ 2 －3のとき，x 2－ y 2の値を求めなさい。

①　 28 n  が整数となるような最小の自然数 n の値を求めなさい。

②　 6 の整数部分を a，小数部分を bとするとき， 24  a －4bの値を求めなさい。

③　（ 5 ＋2 2 ）
2
－ 90

①　x 2＋ y 2

②　x 2－ xy＋ y 2

②　（ 2 5 ＋3 ）（ 2 5 －3 ）

④　（ 3 － 2 ）
2
－（ 6 －2 ）（ 6 ＋1 ）

n ＝

28＋10 3

12 2

13＋2 5

15＋ 5

11

6

8

7

13＋ 10

1－ 6

＝ 5 2＋2×5× 3  ＋（ 3  ）
2

＝ （ 5  ）
2
＋2× 5  ×2 2  ＋（2 2  ）

2
－3 10

＝ （2 5  ）
2
－3 2

＝ 25＋10 3  ＋3

＝ 5＋ 4 10  ＋8－ 3 10

＝ 20－9

＝ 3－ 2 6  ＋2－（6－ 6  －2）
＝ 5－ 2 6  －（4－ 6  ）
＝ 5－ 2 6  －4＋ 6

x 2－10x＋25＝（x－5）2

x 2－ y 2＝（x＋ y）（x－ y）

x 2＋ y 2＝（x＋ y）2－2xy

x 2－ xy＋ y 2＝（x＋ y）2－3xy

＝（ 2  ＋3＋ 2  －3）｛ 2  ＋3－（ 2  －3）｝

＝（ 5  ＋2）
2
－2（ 5  －2）

＝（ 5  ＋2）
2
－3（ 5  －2）

＝2 2  ×（ 2  ＋3－ 2  ＋3）

＝5＋4 5  ＋4－2 5  ＋4

＝5＋4 5  ＋4－3 5  ＋6

＝2 7  × n
28 n  ＝ 28  × n

4  ＜ 6  ＜ 9  より，2＜ 6  ＜3

よって，a＝2，b＝ 6  －2

24  a－4b＝ 24  ×2－4（ 6  －2）
＝ 2 6  ×2－4 6  ＋8

＝2 2  ×6

＝（ 6  ＋5－5）
2

＝（ 6  ）
2



次の方程式を解きなさい。

①　x 2＝6

③　2x 2＝50

⑤　3x 2＋1＝7

②　x 2－12＝0

④　2x 2＋3＝21

⑥　25x 2－7＝－3

次の方程式を解きなさい。

①　x 2＋2x＝8

③　x 2＋4x－8＝0

⑤　x 2－8x＋13＝0

⑦　x 2－3x＝2

②　x 2－4x＝－3

④　x 2－6x＋7＝0

⑥　x 2＋12x－4＝0

⑧　x 2＋5x＋2＝0

①　（x－1）2＝81 ②　（x＋3）2＋2＝8

③　2（x－2）2－16＝0

⑤　4（x－1）2＝20

④　5（x＋6）2＋6＝11

⑥　7（x＋2）2＝4

次の方程式を解きなさい。

５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

x 2＋2x＋1 2＝8＋1 2

x 2＋4x＝8

x 2－8x＝－13 x 2＋12x＝4

x 2－6x＝－7
x 2＋4x＋2 2＝8＋2 2

x 2－8x＋4 2＝－13＋4 2

x 2－3x＋（ 
3
2

 ）
2

＝2＋（ 
3
2

 ）
2 x 2＋5x＝－2

（ x－ 
3
2

 ）
2

＝ 
4
17

x 2＋5x＋（ 
5
2

 ）
2

＝－2＋（ 
5
2

 ）
2

（ x＋ 
5
2

 ）
2

＝ 
4
17

 x－ 
3
2

 ＝± 
2
17

 x＋ 
5
2

 ＝± 
2
17

x＝－ 
5
2

 ± 
2
17

x＝－2± 
7

2 7

x＝ 
3
2

 ± 
2
17

x 2＋12x＋6 2＝4＋6 2

x 2－6x＋3 2＝－7＋3 2

x 2－4x＋2 2＝－3＋2 2

（x＋1）2＝9

（x＋2）2＝12

（x－4）2＝3 （x＋6）2＝40

（x－3）2＝2

（x－2）2＝1
x＋1＝±3 x－2＝±1

x＝－1±3 x＝2±1

x 2＝25

x 2＝12

3x 2＝6
x 2＝2

2x 2＝18
x 2＝9

25x 2＝4

x 2＝ 
25
4

x－1＝±9 （x＋3）2＝6

2（x－2）2＝16 5（x＋6）2＝5

x＝1±9 x＋3＝± 6

（x－2）2＝8

（x－1）2＝5

（x＋6）2＝1

（x＋2）2＝ 
4
7

x－2＝± 2 2

x－1＝± 5

x＋6＝±1

x＋2＝± 
7

2

x＝－6±1

x＋2＝±2 3

x－4＝± 3

x＝4± 3

x＝3± 2

x＝－2±2 3

x＝1± 5

x＝－3± 6

x＝± 2

x＝±2 3

x＝± 6

x＝2±2 2

x＋6＝±2 10

x＝－6±2 10

x－3＝± 2

x＋2＝± 
7

2 7

x＝2，－4

x＝－5，－7

x＝10，－8

x＝3，1

x＝± 
2
5

x＝±5

x＝±3



５点×６

①

②

③

④

⑤

⑥

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

５点×４

①

②

③

④

５点×２

①

②

次の方程式を解きなさい。

①　x （x＋3）＝0

③　x 2＋7x＋12＝0

⑤　x 2－3x－18＝0

②　（x－1）（x＋2）＝0

④　x 2－8x＋16＝0

⑥　x 2－7x＋10＝0

次の方程式を解きなさい。

①　x 2－4x－12＝0

③　x 2＋6x＋5＝0

①　2x 2＋10x＋12＝0

③　（x－1）（x＋2）＝18

①　x 2＋5x＋1＝0

③　2x 2－4x－3＝0

②　x 2－4x－10＝0

④　x 2＋6x＋1＝0

②　4x 2－24x＋36＝0

④　
1
6 x 2－ 

1
2 x＋ 

1
3
＝0

②　2x 2＋3x－4＝0

④　3x 2＋5x－2＝0

①　5x 2＋3x＝0 ②　4x 2－12x＋9＝0

次の方程式を解きなさい。

次の方程式を解きなさい。

次の方程式を解きなさい。

x＝ 
2

－5± 5 2－4×1×1 x＝ 
2×2

－3± 3 2－4×2×（－4）

x＝ 
2×3

－5± 5 2－4×3×（－2）x＝ 
2×2

－（－4）± （－4）2－4×2×（－3）

（x＋3）（x＋4）＝0

（x－6）（x＋3）＝0

（x－6）（x＋2）＝0 x 2－4x＝10
x 2－4x＋2 2＝10＋2 2

（x－2）2＝14
x－2＝± 14

x 2＋6x＝－1

x 2＋5x＋6＝0

x 2＋ x－2＝18
x 2－3x＋2＝0x 2＋ x－20＝0

x 2－6x＋9＝0

x 2＋6x＋3 2＝－1＋3 2

（x＋3）2＝8
 x＋3＝± 2 2

（x＋1）（x＋5）＝0

（x＋2）（x＋3）＝0

（x＋5）（x－4）＝0
（x－1）（x－2）＝0

（x－3）2＝0

x （5x＋3）＝0

（x－2）（x－5）＝0

（2x－3）2＝0

（x－4）2＝0

＝ 
－5± 21
2

x＝ 
－5± 21
2

＝ 
－3± 41
4

x＝ 
－3± 41
4

＝ 
4± 40
4

 ＝ 
4±2 10
4

 ＝ 
2± 10
2

x＝ 
2± 10
2＝ 

－5± 49
6

 ＝ 
－5±7

6
 ＝－2，

1
3

x＝－2，1
3

x＝2± 14

x＝－3±2 2

x＝0，－ 
3
5

x＝  
3
2

x＝0，－3

x＝1，－2

x＝－3，－4

x＝4

x＝6，－3

x＝2，5

x＝6，－2

x＝－1，－5

x＝－2，－3

x＝3

x＝－5，4

x＝1，2



①

②

もう１つの解

２０点

２０点

２０点

次の問いに答えなさい。

差が４で，積が４５になる２つの正の数を求めなさい。

①　2次方程式 x 2＋ ax＋ b＝0の解が－2， 6のとき ,  a， bの値を求めなさい。

②　2次方程式 x 2＋ ax－2a＋16＝0の 1つの解が－3のとき ,  aの値ともう1つ
の解を求めなさい。

連続する３つの自然数がある。最小の数と最大の数の積は，真ん中の数の６倍より６大きい。

この連続する３つの自然数を求めなさい。

横が縦より８cm長い長方形の厚紙がある。この厚紙の４すみから１辺が３cm の正方形を

切り取り，直方体の容器をつくったところ，容積が１４４cm３になった。もとの厚紙の縦の長

さを求めなさい。

a＝

a＝

，b＝

x＝

２０点×２，②完答

5，9

6，7，8

10cm

5

－2

－4 －12

もとの厚紙の縦の長さを x cmとすると，

容器の縦の長さは （x－6）cm

よって，方程式は，
（x－6）（x＋2）×3＝144

小さい方の数を xとすると，大きい方の数は x＋4

最小の数を xとすると，連続する3つの自然数は x，x＋1，x＋2と表される。

方程式は，x （x＋4）＝45

方程式は，x （x＋2）＝6（x＋1）＋6

x 2＋ ab＋ b＝0の解が－2，6だから，
（x＋2）（x－6）＝0と因数分解できる。
x 2－4x－12＝0

x 2＋ ax－2a＋16＝0に x＝－3を代入すると，
9－3a－2a＋16＝0

よって，方程式は，x 2＋5x＋6＝0

x 2＋4x－45＝0

x 2－4x－12＝0

（x＋2）（x＋3）＝0

（x＋9）（x－5）＝0

（x＋2）（x－6）＝0

x＝－2，－3

x＝－9，5

x＝－2，6

x＞0だから，x＝5

x＞0だから，x＝6

－5a＝－25
a＝5

横の長さは （x＋2）cm

x 2－4x－12＝48
x 2－4x－60＝0

（x－10）（x＋6）＝0
x＝10，－6

x＞0だから，x＝10



２０点

①　高さが100mになるのは，投げ上げてから何秒後か。

②　もとの位置にもどってくるのは，投げ上げてから何秒後か。

①　点Ｐの y座標を aの式で表しなさい。

②　△ＰＯＱの面積が24のとき，点Ｐの座標を求めなさい。

秒速４５m で物体を真上に投げ上げるとき，投げてから t 秒後の高さを h m とすると，h ＝

４５t －５t ２の関係が成り立つ。次の問いに答えなさい。

原価８００円の品物に，原価の２x 割の利益を見込んで定価をつけた。バーゲンで，定価の

x 割引きで売ったところ，９６円の利益があった。x の値を求めなさい。

右の図のように，直線 y＝ 
１
２

x＋４ 上に点Ｐを

とり，Ｐの x 座標を a （a ＞０）とする。また，点

ＱはＰＯ＝ＰＱとなる x 軸上の点である。次の問

いに答えなさい。

１０点×２

①

②

２０点×２

①

②

１辺１０cm の正方形がある。点ＰはＡを出発し，ＡＢ上をＢまで動き，点Ｑは点Ｐと同時

にＢを出発し，同じ速さでＢＣ上をＣまで動く。△ＰＢＱの面積が８cm２となるのは，点Ｐが

Ａから何 cm動いたときか。

２０点

（4，6）

800＋80x－16x 2＝896

100＝45 t－5 t 2

t 2－9 t＋20＝0

t 2－9 t＝0

（ t－4）（ t－5）＝0
t＝4，5　t＞0だから，２つともあてはまる。

t＞0だから，t＝9

h＝0だから，

x 2－5x＋6＝0

t （ t－9）＝0
t＝0，9

（x－2）（x－3）＝0
x＝2，3

x＞0だから，２つともあてはまる。

0＝45 t－5 t 2

x＝2，3

9秒後

4秒後，5秒後

800（ 1＋ 
10
2x

 ）（ 1－ 
10
x

 ）＝800＋96
800（ 1＋ 

10
x

 － 
100
2x 2

 ）＝896

1
2

 a＋4

点Ｐは y＝ 
1
2

 x＋4上にあるから，

y＝ 
1
2

 x＋4に x=aを代入する。

Ｑ（2a，0）だから，

a 2＋8a－48＝0
（a＋12）（a－4）＝0

a＝－12，4
a＞0だから，a＝4

1
2

 ×2a×（ 
1
2

 a＋4 ）＝24

ＡＰ＝ x cmとすると，

ＰＢ＝10－ x （cm），ＢＱ＝ x cm

よって，
1
2

 x （10－ x）＝8

x 2－10x＋16＝0
（x－2）（x－8）＝0

x＝2，8
0＜ x＜10だから，２つともあてはまる。

2cm，8cm



５点×３

①

②

③

５点×３

①

②

③

①　1辺が xcmの正方形の面積を ycm2とする。
②　底面積が９cm2，高さが xcmの三角柱の体積を ycm3とする。
③　底辺が xcm，高さが2xcmの平行四辺形の面積を ycm2とする。

①　yは xの2乗に比例し，x＝－2の
とき y＝8である。
1）　yを xの式で表しなさい。

2）　x＝4のときの yの値を求めなさ
い。

1）　yを xの式で表しなさい。

2）　x＝－6のときの yの値を求めな
さい。

②　yは x の2乗に比例し，x＝3の
とき y＝－6である。

次の①～③について， y を x の式で表しなさい。また， y が x の２乗に比例するものは［　］

に比例定数を書き，そうでないものには［　］に×を書きなさい。

次の問いに答えなさい。

次の表の空欄をうめ，それぞれのグラフをかきなさい。

次の関数について，後の問いに答えなさい。

右の図は，関数 y ＝ a x 2のグラフである。これについて，

次の問いに答えなさい。

５点×６

①

［ ］

②

［ ］

③

［ ］

５点×４

①

　1）

　2）

②

　1）

　2）

①　y＝ 
1
2 x 2

ア　y＝－3x 2　　イ　y＝ 
1
3 x 2　　ウ　y＝3x 2　　エ　y＝－4x 2

②　y＝－ x 2

①　グラフが上に開くものをすべて選びなさい。

②　グラフの開き方がもっとも大きいものを選びなさい。

③　グラフが x軸について対称になるのはどれとどれか。

①　aの値を求めなさい。

②　グラフが点（4，p） を通るとき，pの値を求めなさい。

③　グラフが点（q，－9） を通るとき，qの値を求めなさい。ただし，q＜0とする。

５点×４

①

②

左の表と図にかきなさい。

左の表と図にかきなさい。

y＝ x 2

y＝9x

y＝2x 2

1

×

2

y＝2x 2

y＝32

y＝－24

イ，ウ

イ

アとウ

a＝－ 
1
4

p＝－4

q＝－6

①

②

y＝ ax 2に x＝－2，y＝8を代入して，
8＝ a×（－2）2，a＝2

y＝2×4 2

y＝ x× x

y＝9× x

y＝ x×2x

y＝ ax 2に x＝3，y＝－6を代入して，

－6＝ a×3 2，a＝－ 
2
3

y＝－ 
2
3
×（－6）2

y＝ ax 2に x＝2，y＝－1を代入して，

－1＝ a×2 2，a＝－ 
1
4

 

y＝－ 
1
4

x 2に x＝4，y＝ pを代入して，

y＝－ 
1
4

x 2に x＝ q，y＝－9を代入して，

p＝－ 
1
4

 ×4 2＝－4

－9＝－ 
1
4

 × q 2，q 2＝36，q＜0より，q＝－6

y＝－ 
2
3

x 2

a＞0のもの。

aの絶対値が最小のもの。

aの絶対値が等しく，
符号が反対のもの。



次の関数について，x の変域が （　 ）内のときの y の変域を求めなさい。

次の関数について，x が２から６まで増加するときの変化の割合を求めなさい。

次の問いに答えなさい。

①　y＝3x 2　（2≦ x≦3）

①　y＝5x 2

②　y＝－ 
1
2 x 2　（－1≦ x≦4）

③　y＝－ 
1
4 x 2②　y＝ 

1
2 x 2

自動車を走らせるとき，走り始めてから x 秒間で進んだ距離を y m とすると，y ＝２x 2と

いう関係があった。このとき，次の問いに答えなさい。

①　動き始めてから5秒間で進んだ距離を求めなさい。

②　2秒後から 7秒後までの平均の速さを求めなさい。

①　関数 y＝ ax 2について，xが3から 7まで増加するときの変化の割合が－5であ
る。このとき， aの値を求めなさい。

③　関数 y＝ ax 2と y＝4x－2について，xが 2から 6まで増加するときの変化の
割合が等しくなる。このとき， aの値を求めなさい。

②　関数 y＝ 
1
2 x 2について，xが a から a＋4まで増加するときの変化の割合が 6

である。このとき， aの値を求めなさい。

１０点×２

①

②

１０点×３

①

②

③

１０点×３

①

②

③

１０点×２

①

②

a＋2＝6

y＝3×2 2＝12
y＝3×3 2＝27

a＝－ 
1
2

a＝ 
1
2

12≦ y≦27

－8≦ y≦0

40

4

－2

a＝4

y＝－ 
1
2

 ×4 2＝－8

［別解］
1
2

 ×（2＋6）＝4 ［別解］－ 
1
4

 ×（2＋6）＝－2

x＝0を含むから最大値は0

6－2
5×6 2－5×2 2

 ＝40

［別解］5×（2＋6）＝40

［別解］a （3＋7）＝－5

［別解］a （2＋6）＝4
関数 y＝4x－2の変化の割合は，つねに4である。

10a＝－5

8a＝4

6－2

1
2

 ×6 2－ 
1
2

 ×2 2
 
＝4

6－2

－ 
1
4

 ×6 2－（ － 
1
4

 ）×2 2
 
＝－2

7－3
a×7 2－ a×3 2

 ＝－5

6－2
a×6 2－ a×2 2

 ＝4

［別解］
1
2

 ×（a＋ a＋4）＝6

1
2

 ×（2a＋4）＝6（a＋4）－ a

1
2  
（a＋4）2－ 

1
2

a 2
 
＝6

7－2
2×7 2－2×2 2

 ＝18
［別解］2×（2＋7）＝18

y＝2×5 2＝50

50m

秒速18m



次の放物線と直線の交点の座標を求めなさい。

①　放物線 y＝ x 2と直線 y＝3x＋10

①　aの値を求めなさい。

①　aの値を求めなさい。

①　点Ａの座標を求めなさい。

②　bの値を求めなさい。

②　bの値を求めなさい。

②　直線ℓの式を求めなさい。

③　点Ｂの座標を求めなさい。

③　点Ｂの座標を求めなさい。

②　放物線 y＝ 
1
3 x 2と直線 y＝ x＋6

右の図のように，放物線 y ＝ a x 2と直線 y ＝ x ＋ b が２点

Ａ，Ｂで交わっている。点Ａの座標が（－４，４）であるとき，

次の問いに答えなさい。

右の図のように，放物線 y ＝ a x 2と直線 y ＝ x ＋ b が２点

Ａ，Ｂで交わっている。点Ａの座標が（－３，－９）である

とき，次の問いに答えなさい。

右の図のように，放物線 y ＝３x 2と直線ℓが２点Ａ，Ｂで交わり，

点Ａ，Ｂの x 座標はそれぞれ－１，３である。このとき，次の問い

に答えなさい。

１０点×２

①

②

１０点×３

①

②

③

１０点×３

①

②

③

１０点×２

①

②

a＝ 
1
4

（5，25），（－2，4）

（6，12），（－3，3）

（－1，　3）

y＝6x＋9

b＝8

（8，16）

b＝－6

（2，－4）

a＝－1

1
3

x 2＝ x＋6

（x－5）（x＋2）＝0→ x＝5，－2

（x－6）（x＋3）＝0→ x＝6，－3

x 2＝3x＋10
x 2－3x－10＝0

x 2－3x－18＝0

y＝ 
1
4

x 2，y＝ x＋8より，

1
4

x 2＝ x＋8→ x 2－4x－32＝0→（x－8）（x＋4）＝0→ x＝8，－4

y＝－ x 2，y＝ x－6より
－ x 2＝ x－6→ x 2＋ x－6＝0→（x＋3）（x－2）＝0→ x＝－3，2

4＝ a×（－4）2より，a＝ 
1
4

y＝ x＋ bに x＝－4，y＝4を代入して，
4＝－4＋ b→ b＝8

－9＝ a×（－3）2より，a＝－1

Ａ（－1，3），Ｂ（3，27）より

傾きは 
3－（－1）
27－3

 ＝6

y＝ x＋ bに x＝－3，y＝－9を代入して
－9＝－3＋ b→ b＝－6

3＝6×（－1）＋ b→ b＝9
y＝6x＋ bに x＝－1，y＝3を代入して，



右の図のように，放物線 y＝ 
１
２

x 2 上に２点Ａ，Ｂがあ

右の図のように，放物線 y＝ x 2と直線 y＝３x ＋４が２点Ａ，

Ｂで交わっている。このとき，次の問いに答えなさい。

右の図のように，放物線 y ＝ x 2上に２点Ａ，Ｂをとる。点Ａ，

Ｂの x座標はそれぞれ－４，２である。このとき，次の問いに答え

なさい。

①　点Ａの座標を求めなさい。

②　直線 y＝3x＋4と y軸の交点をＣとするとき，△ＯＡＣ
の面積を求めなさい。

③　△ＯＡＢの面積を求めなさい。

①　△ＯＡＢの面積を求めなさい。

②　ＡＢの中点をＭとするとき，Ｍの座標を求めなさい。

③　原点Ｏを通り，△ＯＡＢの面積を２等分する直線の式を求めなさい。

④　点Ｂを通り，△ＯＡＢの面積を２等分する直線の式を求めなさい。

り，点Ａ，Ｂの x座標はそれぞれ－２，４である。このと

き，次の問いに答えなさい。

①　直線ＡＢの式を求めなさい。

②　△ＯＡＢの面積を求めなさい。

③　放物線上の原点Ｏと点Ｂの間に点Ｐをとる。△ＯＡＢと△ＰＡＢの面積が等しく

なるとき，点Ｐの座標を求めなさい。

１０点×３

１０点×３

１０点×４

①

①

①

②

②

②

③

③

③

④

x 2＝3x＋4より，

Ａ（－2，2），Ｂ（4，8）より，傾きは 
4－（－2）
8－2

 ＝1

ＯＡの中点は（－2，8），求める直線の傾きは 
2－（－2）
4－8

 ＝－1

y＝ x＋ bに x＝－2，y＝2を代入して，2＝－2＋ b→ b＝4

y＝－ x＋ bに x＝－2，y＝8を代入して，8＝－1×（－2）＋ b→ b＝6

y＝ 
1
2

 x 2，y＝ xより，
1
2

 x 2＝ x→ x＝0，2

1
2

 ×4×2＋ 
1
2

 ×4×4＝12

ＯＰ∥ＡＢとなるから，直線ＯＰの傾きは 1

x 2－3x－4＝0→（x－4）（x＋1）＝0→ x＝4，－1

1
2

 ×4×1＝2

△ＯＡＢ＝△ＯＡＣ＋△ＯＢＣ＝2＋ 
1
2

 ×4×4＝10

Ａ（－1，1），Ｃ（0，4）より，

Ａ（－4，16），Ｂ（2，4）より，直線ＡＢの式は y＝－2x＋8

よって，
1
2

 ×8×4＋ 
1
2

 ×8×2＝24

（ 
－4＋2
2

 ，
16＋4
2

 ）＝（－1，10）

直線ＯＭだから，傾きは 
－1
10

 ＝－10

y＝－10x

y＝－ x＋6

10

2

（－1，1）

（2，2）

12

y＝ x＋4

（－1，10）

24



１０点×４

①

②

③

④

右の図のように， ２つの放物線 y＝２x 2と y＝－ 
１
２

x 2

右の図のように，放物線 y＝ 
１
４

x 2 上に点Ａ（６，９），

がある。２つの放物線上にＰＳ，ＱＲがx 軸に平行で，ＰＱ， 

ＳＲが y 軸に平行になるように４点Ｐ， Ｑ， Ｒ， Ｓをと

る。点Ｐの x 座標を a（a ＞０）とするとき，次の問いに

答えなさい。

Ｂ（－２，１）をとり， ＯＡＣＢをつくる。このとき，

次の問いに答えなさい。

右の図のように，２つの放物線 y＝３x 2と y＝ x 2がある。

２つの放物線上にＰＳ，ＱＲが x 軸に平行で，ＰＱ， ＳＲが

y 軸に平行になるように４点Ｐ， Ｑ， Ｒ， Ｓをとる。点Ｐの

x 座標を a（a ＞０）とするとき，次の問いに答えなさい。

①　a＝2のとき，点Ｒの座標を求めなさい。

②　線分ＰＱの長さを aの式で表しなさい。

①　点Ｒの座標を aを用いて表しなさい。

①　点Ｃの座標を求めなさい。

③　線分ＰＱの長さが18のとき，aの値を求めなさい。

②　線分ＰＱの長さを aの式で表しなさい。

④　四角形ＰＱＲＳが正方形となるとき，点Ｐの座標を求めなさい。

③　四角形ＰＱＲＳが正方形となるとき，点Ｐの座標を求めなさい。

②　点Ｄ（0，9）を通り， ＯＡＣＢの面積を２等

分する直線の式を求めなさい。

③　 ＯＡＣＢの面積を求めなさい。

１０点×３

１０点×３

①

①

②

②

③

③

▱ＯＡＣＢ＝2×△ＯＡＢ，直線ＡＢの式は y＝ x＋3だから，

24

y＝－2x＋9

（4，10）

a＝3

5
2

a 2

（－a，－ 
1
2

a 2 ）

2a 2

（1，3）

（－2，4）

求める直線の傾きは 
5－9
2－0

 ＝－2

2×（ 
1
2

 ×3×2＋ 
1
2

 ×3×6 ）＝24

ＯＣの中点は（2，5）

Ｒ（－a，a 2）だから（－2，4）

Ｐ（a，3a 2），Ｑ（a，a 2）

ＰＳ＝2aだから，

ＰＳ＝2aだから，

2a 2＝ 2a→ a＝0，1

5
2

 a 2＝ 2a→ a＝0，
4
5

a＞0だから，a＝1

a＞0だから，a＝ 
4
5

2a 2＝ 18→ a 2＝9，a＞0より，a＝3

Ｐ（a，2a 2），Ｑ（ a，－ 
1
2

a 2 ）

（ 
4
5

 ，
25
32

 ）



１０点×３

①

②

③

下の図のように，１辺４cm の正方形ＡＢＣＤがある。点Ｐは毎

秒２cm の速さで辺ＡＤ，ＤＣ上を頂点Ｃまで動き，点Ｑは毎秒１

cm の速さで辺ＡＢ上を頂点Ｂまで動く。２点Ｐ，Ｑが頂点Ａを同

時に出発してから x 秒後の△ＡＰＱの面積を y cm2とするとき，次

の問いに答えなさい。

下の図のように，直線ℓ上に１辺が８cm の正方形ＡＢＣＤと，∠Ｐ＝９０°，ＰＱ＝ＰＲ＝

８cm の直角二等辺三角形ＰＱＲがある。正方形ＡＢＣＤを固定し，△ＰＱＲを矢印（   ）の方

向に直線ℓ上を毎秒１cm の速さで動かす。点Ｑが点Ａの位置にきたときから x 秒後の２つ

の図形の重なった部分の面積を y cm2とする。点Ｑが，点Ａから点Ｂまで動くとき，次の問

いに答えなさい。

右のグラフは，重さ x g の第1種定形外郵便物

を送るときの料金 y 円について，その一部を表

したものである。このとき，次の問いに答えな

さい。ただし，●はその点をふくみ，○はその

点をふくまないことを表している。

①　点Ｐが辺ＡＤ上にあるとき，y
を xの式で表しなさい。また，x
の変域も答えなさい。

①　2秒後の 2つの図形が重なった部分の面積は何 cm2

か。

①　xの値が90のとき，yの値を求めなさい。

④　yは xの関数であるといえるか。

②　y＝240のときの xの値の範囲を，不等
号を使って表しなさい。

③　xの値が100≦ x≦150のとき，yのとりうる値をすべて答えなさい。

②　yを xの式で表しなさい。また，xの変域も答え
なさい。

③　重なった部分の面積が 18cm2になるのは，点Ｑが点Ａ
の位置にきたときから何秒後か。

②　点Ｐが辺ＤＣ上にあるとき，y
を xの式で表しなさい。また，x
の変域も答えなさい。

③　点 Pが頂点 Aを出発してから頂点 Cに到着するまでの，xと yの関係を表すグ
ラフを上の図にかきなさい。

１０点×３

①

②

③ 左の図にかきなさい。

１０点×４

①

②

③

④

6秒後

2cm2

y＝ＡＱ×ＡＰ× 
1
2

 ＝ x×2x× 
1
2

 ＝ x 2

y＝ＡＱ×4× 
1
2

 ＝ x×4× 
1
2

 ＝2x

y＝ 
1
2

x 2（0≦ x≦8）

y＝ x× x× 
1
2

 ＝ 
1
2

x 2

y＝ 
1
2

x 2に y＝18を代入して，

18＝ 
1
2

x 2→ x 2＝36，x＞0だから，x＝6

2×2× 
1
2

 ＝2（cm2）

y＝2x（2≦ x≦4）

y＝ x 2（0≦ x≦2）

y＝140，200

いえる。

y＝140

150< x≦250



①　四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨの相似比

を求めなさい。

②　辺ＣＤ，ＦＧの長さを求めなさい。

③　∠Ｃの大きさを求めなさい。

①　 ②　

右の図は点Ｏを適当にとり，ＯＡの長さの

３倍の位置に点Ａ′をとったものである。こ

れと同様に点Ｂ′， Ｃ′をとり，△ＡＢＣと相

似な△Ａ′Ｂ′Ｃ′をかきなさい。

右の図で，四角形ＡＢＣＤ∽四角形ＥＦＧＨである

とき，次の問いに答えなさい。

次の図で，相似な三角形を記号∽を使って表しなさい。また，そのときに使った相似条件

も書きなさい。

次の x の値を求めなさい。

右の図で，∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＤのとき，x，y の値を求めなさい。

①　3：x＝4：12 ②　4：6＝ x：8 ③　2：5＝（x－3）：25

１０点×２

x＝

y＝

左の図にかきなさい。

１０点

①　相似な三角形

　　（相似条件）

②　相似な三角形

　　（相似条件）

５点×４

１０点×３

①

②

③

x＝

x＝

x＝

５点×４

②
ＣＤ

ＦＧ

①

③

x×4＝3×12
x＝9

6× x＝4×8

x＝ 
3
16

5×（x－3）＝2×25
5x－15＝50

x＝13

ＡＢ：ＥＦ＝12：9＝4：3

ＣＤ＝ 
3

15×4
ＦＧ＝ 

4
16×3

ＣＤ：15＝4：3

△ＡＢＣ∽△ＡＣＤだから，相似比はＡＢ：ＡＣ＝3：2
ＡＣ：ＡＤ＝3：2より，

6：x＝3：2
ＢＣ：ＣＤ＝3：2より，

y：5＝3：2

16：ＦＧ＝4：3

9

4

20cm

12cm

3
16

13

4：3

82°

2
15

△ＡＢＣ∽△ＦＤＥ

3組の辺の比がすべて等しい。

△ＡＢＣ∽△ＡＣＤ

2組の角がそれぞれ等しい。



右の図の△ＡＢＣにおいて，辺ＡＣ，ＡＢ上に点Ｄ，Ｅをとり，

∠ＡＢＤ＝∠ＡＣＥとする。このとき，△ＡＢＤ∽△ＡＣＥである

ことを証明しなさい。

右の図のように，ＡＤ，ＢＣが点Ｅで交わっている。ＡＥ

＝６，ＢＥ＝９，ＣＥ＝８，ＤＥ＝１２のとき，△ＡＢＥ∽

△ＣＤＥであることを証明しなさい。

建物から１２m はなれた地点Ｐで，建物の先端Ａを

見上げたら，水平方向に対して５０°上に見えた。目

［証明］

△ＡＢＤと△ＡＣＥにおいて

仮定より，∠ＡＢＤ＝∠ ①

また，　　  ∠ＢＡＤ＝∠  （共通） ②

①，②より，  から
△ＡＢＤ∽△ 

［証明］

△ＡＢＥと△ＣＤＥにおいて

ＡＥ：ＣＥ＝６：８＝３：４

ＢＥ：ＤＥ＝９：１２＝３：４

よって，ＡＥ：  ＝ＢＥ：  ①

また，  だから，∠ＡＥＢ＝∠ＣＥＤ ②

①，②より，  から
△ＡＢＥ∽△ＣＤＥ

の高さを１.７m として，縮尺 
１

４００
 の縮図をかき，建

物の高さＡＨは約何 m か求めなさい。

１０点×４

１０点×４

２０点

Ａ′Ｃ′＝約36mm

よって，ＡＣ＝36×400
＝14400（mm）

＝14 .4（m）

ＡＨ＝14 .4＋1 .7＝16 .1（m）

ＡＣＥ

ＣＡＥ

2組の角がそれぞれ等しい

ＡＣＥ

ＣＥ

ＤＥ

2組の辺の比とその間の

角がそれぞれ等しい　　

対頂角

約16 .1m



次の図で，ＰＱ   ＢＣのとき，x，y の値を求めなさい。

① ②

右の図の△ＡＢＣで，点Ｍ， Ｎがそれぞれ辺ＡＢ， ＡＣの中点であ

るとき，線分ＭＮの長さを求めなさい。

右の図はＡＤ   ＢＣの台形で，辺ＡＢの中点Ｍから， 辺ＢＣに平行

な線をひき，辺ＤＣとの交点をＮとするとき，x，y の値を求めなさい。

右の図で， ＡＤ＝ＤＢ＝ＢＦ， ＡＥ＝ＥＣ， ＢＧ＝４cm のとき，

次の問いに答えなさい。

①　ＤＥの長さを求めなさい。

②　ＧＣの長さを求めなさい。

右の図の四角形ＡＢＣＤで，辺ＡＢ， ＢＣ， ＣＤ， ＤＡの中点を

それぞれＥ， Ｆ， Ｇ， Ｈとする。ＡＣ＝ＢＤのとき，四角形ＥＦ

ＧＨはどのような四角形か答えなさい。

１０点×４

①

②

x＝

x＝

y＝

y＝

１０点

１０点×２

①

②

１０点×２

x＝

y＝

１０点

8：4＝6：x
y：12＝8：（8＋4）

x：8＝5：10
4：y＝5：（5＋10）

ＭＮ＝ 
1
2

 ＢＣ

x＝ＭＰ＝ 
1
2

 ＢＣ＝8

ＢＣ＝2ＤＥ＝16（cm）

ＧＣ＝ＢＣ－ＢＧ＝16－4＝12（cm）

ＤＥ＝2ＢＧ＝8（cm）

4つの辺の長さがすべて等しい四角形である。

ＮＰ＝ 
1
2

 ＡＤ＝5

よって，y＝8＋5＝13

3

4

8

12

6cm

8

13

8cm

12cm

ひし形



①
x＝

次の図で，ａ   ｂ   ｃのとき，x の値を求めなさい。
１０点×４

①

①

③

②

②

④

次の図で，ａ   ｂ   ｃのとき，x の値を求めなさい。

右の図で，ＡＢ   ＥＦ   ＣＤのとき，次の問いに答えなさい。

右の図の△ＡＢＣにおいて，次の問いに答えなさい。

①　ＢＥ：ＥＣを求めなさい。

②　ＥＦの長さを求めなさい。

①　ＢＤの長さを求めなさい。

②　ＡＰ：ＰＤを求めなさい。

②
x＝

③
x＝

④
x＝

①
x＝

②
x＝

１０点×２

１０点×２

１０点×２

①

①

②

②

x：6＝14：7
6：9＝ x：12

12：6＝ x：5
12：x＝9：21

x′：5＝8：（8＋12）より，x′＝2
x＝2＋6＝8

x′：12＝3：（3＋9）より，x′＝3
x＝3＋7＝10

△ＡＢＥ∽△ＤＣＥより，

ＢＥ：ＥＣ＝40：24＝5：3

△ＢＣＤにおいて，

ＥＦ：24＝5：（5＋3）

ＢＤ：ＤＣ＝16：12＝4：3

ＢＤ＝14×
4＋3
4
＝8

ＣＤ＝14－8＝6
ＡＰ：ＰＤ＝ＣＡ：ＣＤ＝12：6＝2：1

12

8

8

10

10

28

5：3

15

8

2：1



①

右の図の□ＡＢＣＤで，点Ｅは辺ＡＢの中点，点Ｆは辺ＢＣ

を７：３に分ける点である。対角線ＡＣがＤＥ，ＤＦと交

わる点をそれぞれＰ，Ｑとするとき，次の問いに答えなさ

い。

１０点×３

①　AP：PCを求めなさい。 

③　AP：PQを求めなさい。

次の図で，△ＡＣＤの面積を求めなさい。

右の図の△ＡＢＣで，ＡＰ：ＰＢ＝３：５，ＡＱ：ＱＣ＝３：２のとき，

次の面積の比を求めなさい。

右の図の□ＡＢＣＤで，点Ｅは辺ＡＤの中点である。□ＡＢＣＤの面積が６０cm2のとき，次

の問いに答えなさい。

①　△ APQ：△ ABC

②　△ APQ：四角形 PBCQ

①　EF：BFを求めなさい。

②　△ AFEの面積を求めなさい。

②

③

①

②

１０点×３

１０点×２

１０点×２

①

①

②

②

③

②　AQ：QCを求めなさい。

①　△ABDの面積が
　　20cm2

②　△ABCの面積が
　　36cm2

③　△ABCの面積が
　　30cm2

△ AEP∽△ CDPより，

AP：PC＝ AE：CD＝1：2

20：△ ACD＝4：3 36× 1+2
2
＝24

△ ABQ＝△ ABC× 
3
5

 ＝1× 
3
5

 ＝ 
3
5

 

△ APQ＝△ ABQ× 
3
8

 ＝ 
3
5

 × 
3
8

 ＝ 
40
9

 

よって，△ APQ：△ ABC＝ 
40
9

 ：1

①より，△ APQ：四角形 PBCQ

　　　　＝△ APQ：（△ ABC－△ APQ）＝9：（40－9）

△ ABCの面積を1とすると，
△ ABQ：△ ABC＝ AQ：AC＝3：5より，

また，△ APQ：△ ABQ＝ AP：AB

　　　＝3：8より，

△ AFE∽△ CFBより，

△ ABE：△ ABD＝ AE：AD＝1：2より，

①より，△ AFE：△ ABE＝ EF：EB＝1：（1＋2）＝1：3なので，

EF：BF＝ AE：CB＝1：2

△ ABDの面積は□ＡＢＣＤの半分だから，△ ABD＝60× 
1
2

 ＝30（cm2） 

△ AFE＝△ ABE× 
1
3

 ＝15× 
1
3

 ＝5（cm2） 

　△ ABE＝△ ABD× 
1
2

 ＝30× 
1
2

 ＝15（cm2） 

1：2

15cm2

10：3

24cm2

13：17

9：40

9：31

1：2

5cm2

12cm2

△ AQD∽△ CQFより，

AQ：QC＝ AD：CF＝（7＋3）：3＝10：3

ACを1とすると，①より AP＝ 
1
3

 ，②より AQ＝  
13
10

 

また，PQ＝ AQ－ AP＝  
13
10

  － 
1
3

 ＝ 
39
17

  

よって，AP：PQ＝  
1
3

 ： 
39
17

  

BD：DC＝9：6＝3：2

30× 3+2
2
＝12



②

①　△ DEGと台形 EABGの面積の比を求めなさい。

②　△ DEGの面積が8cm2のとき，□ ABCDの面積を求めなさい。

①　円錐 Pと Qの表面積の比を求めなさい。

②　円錐 Pと Qの体積の比を求めなさい。

右の図の□ＡＢＣＤにおいて，ＡＥ＝３cm，ＥＤ＝２cm，

ＡＢ   ＥＦである。ＥＦと対角線ＢＤとの交点をＧとするとき，

次の問いに答えなさい。

右の図のように，相似な円錐Ｐ，Ｑがある。このとき，

次の問いに答えなさい。

１０点×２

①

１０点×２

１０点×３

１０点

①

②

１０点×２

②

①

②

①

③

次の相似な図形について，それぞれ面積の比を求めなさい。

①　△ ABC：△ PQR ②　円 O：円 Q

右の図で，ＤＥ   ＢＣ，△ＡＤＥ＝１２cm2のとき，△ＡＢＣの

面積を求めなさい。

③　円錐 Pの体積が16cm3のとき，円錐 Qの体積を求めなさい。

①　立体アと立体イの側面積の比を求めなさい。

②　もともとの円錐全体の体積が 72πcm2のとき，
切断してできた立体イの体積を求めなさい。

右の図のように，円錐の毋線ＯＡを２等分する点Ｂを通り，底面に平行な平面で円錐を切

断してできる２つの立体をそれぞれア，イとする。このとき，次の問いに答えなさい。

△ ADE∽△ ABCより，

相似比は，AD：AB＝6：9＝2：3
面積の比は，△ ADE：△ ABC＝22：32＝4：9
12：△ ABC＝4：9より，△ ABC＝27cm2

△ DEG∽△ DABより，相似比は 2：5
面積の比は 22：52＝4：25，よって，台形 EABG＝25－4＝21

円錐 Pと Qの側面積の比は12：22＝1：4
よって，立体イの側面積は4－1＝3

4：9

4：21

9：25

27cm2

100cm2

4：25

8：125

250cm3

63π cm3

1：3

相似比は 4：6＝2：3→面積比は 22：32 相似比は 3：5→面積比は 32：52

△ DEG：△ DAB＝4：25より，8：△ DAB＝4：25→△ DAB＝50cm2

よって，□ＡＢＣＤ＝△ ABC×2＝50×2＝100

円錐 Pと Qの体積の比は13：23＝1：8

よって，立体イの体積は，8－1＝7より，72π× 
7
8
＝63π（cm3）

表面積の比は，22：52＝4：25

体積の比は，23：53＝8：125

円錐 Qの体積を xcm3とすると，16：x＝8：125より，x＝250

よって，BP：PQ＝  
2
9

 ： 
4
9

  



∠ x＝

∠ x＝

∠ y＝

∠ y＝

次の図で，∠ x の大きさを求めなさい。

①　

①　

②　

②　

③　

③　

④　

右の図で，∠ x，∠ y の大きさを求めなさい。

右の図で，ＡＢが円の接線のとき，∠ x の大きさを求めなさい。

右の図で，円周を９等分したとき，∠ x の大きさを求めなさい。

次の図で，∠ x の大きさを求めなさい。

右の図で，ＡＢ＝ＢＣ＝ＣＤのとき，∠ x，∠ y の大きさを求めなさい。

５点×４

１０点×３

５点×２

１５点

１５点

５点×２

①

①

②

②

③

③

④

ＢＣに対する円周角は，52°÷2＝26°

ＡＢ＝ＢＣより，∠ x＝26°
ＢＤ＝2ＡＢより，∠ y＝26°×2＝52°

∠ x＝29°×2＝58° 360°－98°＝262°
∠ x＝262°÷2
＝131°

∠ＢＯＣ＝42°×2＝84° ＢＣは直径だから，

∠ＢＡＣ＝90°
∠ x＝180°－（90°＋59°）
＝31°

∠ x＝ 
2

180°－84°
 

＝48°

∠ x＝∠ＰＡＱ＝20°
∠ y＝20°＋48°＝68°

線分ＣＤをひくと，ＢＣは円周の 
1
9

 だから，

∠ＡＯＢ＝27°×2＝54°
∠ x＝180°－（90°＋54°）
＝36°

ＢＣに対する中心角は，360°× 
1
9

 ＝40°

よって，円周角は，∠ＢＤＣ＝40°÷2＝20°

ＡＤは円周の 
3
9

 で，ＢＣの3倍だから，∠ＡＣＤ＝20°×3＝60°

したがって，△ＥＣＤにおいて，∠ x＝20°＋60°＝80°

∠ x＝26°＋32°＝58° ∠ＢＦＣ＝∠ＢＡＣ＝34°
∠ＣＦＤ＝∠ＣＥＤ＝18°より，
∠ x＝34°＋18°
＝52°

∠ＣＡＤ＝∠ＣＢＤ＝32°
∠ x＝32°＋32°＋46°
＝110°

36°

80°

52°

110°

20°

26°

68°

52°

48°

31°

58°

131°

58°



１０点×２

①

②

次の図で，∠ x の大きさを求めなさい。

①　

①　 ②　 ③　

②　

次の図で，点Ｐは３点Ａ，Ｂ，Ｃの通る円のどの位置にあるか。

・円周上にある場合は，○を書きなさい。� ・円の内部にある場合は，「内」と書きなさい。

・円の外部にある場合は，「外」と書きなさい。

右の図で，△ＡＢＣに円Ｏが内接していると

き，x の値を求めなさい。
１０点

１０点×３

①

②

③

右の図において，３点Ａ， Ｂ， Ｃは円Ｏの周上の点であり，

弦ＢＣは円Ｏの直径である。△ＡＢＣの頂点Ａから辺ＢＣ

にひいた垂線をＡＤとする。このとき，△ＡＢＣ∽△ＤＡＣ

であることを証明しなさい。

［証明］

△ＡＢＣと△ＤＡＣにおいて

ＢＣは直径だから，∠  ＝∠ＡＤＣ＝90°  ①

また，　　　　　　　∠ＡＣＢ＝∠  （共通） ②

①，②より，  から
△ＡＢＣ∽△ 

１０点×４

55°

40°

∠ x＝180°－（90°＋30°＋20°）＝40°

ＡＰ＝ＡＲ＝7cm

ＢＰ＝ＡＢ－ＡＰ＝12－7＝5（cm）

ＢＱ＝ＢＰ＝5cm

ＣＱ＝ＢＣ－ＢＱ＝15－5＝10（cm）

よって，x＝ＣＱ＝10（cm）

10

内

外

○

ＢＡＣ

ＤＣＡ

2組の角がそれぞれ等しい

ＤＡＣ



①
x＝

１０点×３

②
x＝

③
x＝

①

②

１０点×３

１０点×２

１０点×２

①

②

次の図の直角三角形で，x の値を求めなさい。　

①

①　4cm，6cm，7cm

③

②

②　10cm，24cm，26cm

次のような３辺をもつ三角形のうち，直角三角形には○，直角三角形でないものには×を

書きなさい。

次の図で，x の値を求めなさい。

右の図の直角三角形ＡＢＣで，ＡＢはＢＣより２cm長く，ＡＣはＢＣより７cm短い。この

とき，次の問いに答えなさい。

① ②

①　BCの長さを xcmとして，xについての方程式をつくりなさい。

②　BCの長さを求めなさい。

③

①
x＝

②
x＝

③　4cm，2      cm，6cm5

10

×

5

〇

x 2＋（x－7） 2＝（x＋2） 2

15cm

x 2＝8 2＋6 2

x 2＝100
x＞0だから，x＝10

12 2＋ x 2＝13 2
　　　　　x 2＝13 2－12 2
　　　　　x 2＝25
x＞0だから，x＝5

4 2＋6 2＝52
72＝49

10 2＋24 2＝676
262＝676

AB＝ x＋2，AC＝ x－7だから，
x 2＋（x－7） 2＝（x＋2 ） 2

①より，x 2＋ x 2－14x＋49＝ x 2＋4x＋4
x 2－18x＋45＝0
（x－3）（x－15） ＝0
x ＝3，15
x＞7だから，x ＝15

3 2

〇

4　2

2　22

x 2＝3 2＋3 2

x 2＝18
x＞0だから，
x＝　　＝318 2

4 2＋（2　　）2＝36
62＝36

5

△ ACDにおいて，

AD2＝ AC2 － CD2＝42－32＝7
△ ABDにおいて，

x ＝                            ＝

   ＝　　　＝4
AD 2＋ BD2 7＋52

32 2

△ ABCにおいて，

AC2＝ AB2＋ BC2＝42＋112＝137
△ ACDにおいて，

x ＝                           ＝

   ＝　　　＝2
AC 2－ CD2

88

137－72

22



①
x＝

５点×８

１０点×４

１０点×２

①
x＝

②

次の図で，x，y の値を求めなさい。

①

①　二等辺三角形 

③

②

②　台形

次の図形について，高さと面積をそれぞれ求めなさい。

右の図のような△ＡＢＣについて，次の問いに答えなさい。

①　BHの長さを xcmとして，xの値を求めなさい。

②　△ ABCの面積を求めなさい。

2）

①
1）

②
1）

2）

, y＝

②
x＝ , y＝

③
x＝ , y＝

④
x＝ , y＝

④

１）　高さ AH 

２）　△ ABCの面積 

１）　高さ AH 

２）　台形 ABCDの面積

10

2

BH：AH＝1：1より，
BH＝ AH＝6
AD＝ HC＝ BC－ BH=11－6＝5

よって， 
1
2

 ×（5＋11）×6＝48（cm2）

CH＝8－ xだから，
△ ABHにおいて，AH2＝72－ x2

△ ACHにおいて，AH2＝92－（8－ x）2

よって，72－ x2＝92－（8－ x）2を解いて，x＝2

5         cm2

       cm

6cm

48cm2

12  　cm25

5

6

4

3

3

2

6 2

2 6

2 6

39

39

x：5＝2：1より，x＝10
y：5＝      ：1より，y＝5 33

6：x＝1：1より，x＝6
6：y＝1：      より，y＝6 22

8：x＝2：1より，x＝4
4：a＝1：      より，a＝4

4      ：y＝      ：1より，y＝         ＝2
33

2
23

34
6

3：x＝1：      より，x＝3
3      ：y＝      ：2より，

y＝           ＝2 

3

3
26

6

2 2
2

CH＝5cmだから

AH＝                  ＝        （cm）8 2－52 39

1
2

 ×10×         ＝5         （cm2）39 39

AH：6      ＝1：       より，

AH＝6（cm）

2 2

AH＝                   ＝3       だから，

1
2

 ×8×3      ＝12      （cm2）

72－22 5

55



次の図で，弦ＡＢの長さを求めなさい。

① ②

次の図で，線分ＡＢの長さを求めなさい。

次の２点間の距離を求めなさい。

①　AB，BC，ACの長さをそれぞれ求めなさい。

②　△ ABCの面積を求めなさい。

右の図の△ＡＢＣについて，次の問いに答えなさい。

１０点×２

１０点×２

１０点×３

①

②

１０点

１０点×２，①完答

①

②

①

②

③

①
AB

BC

AC

②

①　（1，3），（4，8） ②　（－1，－4），（3，6） ③　（2，－1），（－3，4）

① ②

右の図のように，円Ｏの内側に，ＡＢ＝ＡＣ＝４  ５cm の二等辺三

角形ＡＢＣが接している。中心Ｏと辺ＢＣとの距離が３cm であると

き，円Ｏの半径を求めなさい。 5cm

6      cm

8      cm2

8cm

10      cm3

2

2      29

5       2

34

3

4

5

12

2

2

2

AM＝                 ＝         ＝4（cm）

よって，AB＝2AM＝8（cm）

52－32 16

ABの中点をMとすると，

∠ AMO＝90°，∠ AOM＝60°
AM：10＝       ：2より，AM＝5      （cm）

よって，AB＝2AM＝10      （cm）

3 3
3

AB＝                 ＝         ＝6       （cm）92－32 72 2
8－4＝4，8＋4＝12より，
AB＝                    ＝             ＝8      （cm）2122－42 128

OA＝ OB＝ xcmとすると，

△ OBMにおいて，BM2＝ x2－32

また，△ ABMにおいて，BM2＝（4       ）2－（x＋3）2

よって，x2－9＝80－（x2＋6x－9）
これを解いて，x＝5，－8
x>0より，x＝5

5



１０点×２

１０点×２

１０点×２

①

②

１０点×３

１０点

①

②

①

②

①

②

③

次のような３辺をもつ直方体の対角線の長さを求めなさい。

①　2cm，3cm，6cm ②　5cm，5cm，5cm

右の図のように，底面が１辺４cm の正方形で，他の辺が６

cm の正四角錐がある。これについて，次の問いに答えなさい。

右の図のような底面の半径が３cm，母線の長さが６cm

の円錐について，次の問いに答えなさい。

右の図のように，半径７cm の球を，中心から３cm の距離にあ

る平面で切るとき，次の問いに答えなさい。

右の図のように，底面の半径が６cm，高さが８cm の

円錐の内側に球Ｏが内接している。このとき，球Ｏの半

径を求めなさい。

①　切り口の半径を求めなさい。

②　切り口の円の面積を求めなさい。

①　OHの長さを求めなさい。

②　この正四角錐の体積を求めなさい。

①　AOの長さを求めなさい。

②　この円錐の体積を求めなさい。

③　この円錐の表面積を求めなさい。

2      cm

7cm

5      cm3

7

2         cm10

3cm

              cm3 3

732

3      cm3

9      π cm33

27π cm2

40π cm2



下の図のように，長方形ＡＢＣＤを，頂点Ａが辺ＢＣの中点Ｍと重なるように折ったとき，

ＢＥの長さを求めなさい。
２０点

２０点

下の図のように，円Ｏが直角三角形ＡＢＣ上の３点Ｐ， Ｑ， Ｒで内接している。このとき，次

の長さを求めなさい。

下の図のような直方体の辺ＢＣ上に， ＡＰ＋ＰＧが最短になるような点Ｐをとるとき，次

の長さを求めなさい。

下の図のように，直線 y ＝ 
３
４

x −６のグラフがある。このとき，原点Ｏから直線にひい

た垂線ＯＨの長さを求めなさい。

①　円Ｏの半径

①　ＡＰ＋ＰＧ

②　ＢＣ

②　ＢＰ

１５点×２

①

②

１５点×２

①

②

ＢＥ＝ x cmとすると，ＭＥ＝ＡＥ＝6－ x （cm）
△ＢＥＭにおいて，

（6－ x）2＝ x 2＋4 2

x＝ 
5
3

ＱＣ＝ x cmとすると，三平方の定理より，
8 2＋（x＋3）2＝（x＋5）2，
これを解いて，x＝12
よって，ＢＣ＝ＢＱ＋ＱＣ

＝5＋12
＝17（cm）

ＡＢ＋ＢＦ＝５＋7＝12（cm）より，

Ａ（0，－6），Ｂ（8，0）より，

ＢＰ：ＦＧ＝5：12より，
ＢＰ：9＝5：12を解いて，

ＢＰ＝ 
15
4

 （cm）

ＡＰ＋ＰＧ＝ 12 2＋9 2  ＝15（cm）

ＡＢ＝ （8－0）2＋｛0－（－6）｝2  ＝10

△ＯＡＢの面積は，
1
2

 ×ＯＡ×ＯＢ＝ 
1
2

 ×6×8＝24

また，△ＯＡＢ＝ 
1
2

 ×ＡＢ×ＯＨより，
1
2

 ×10×ＯＨ＝24

これを解いて，ＯＨ＝ 
24
5

 

5
3

 cm

5
24

15cm

3cm

17cm

4
15

 cm



２０点

１０点×２

１５点

１５点×２

１５点

②

①

②

次のア～カの調査の内，標本調査でするのが適切なものをすべて選び，記号で答えなさい。

①　この調査の母集団は何か。 ②　この調査の標本は何か。

②　クラス全員の体重の平均は約何 kgと考えられるか，推測しなさい。

①

ア　クラスの出席調査 

ウ　国勢調査 

オ　電球の平均耐久時間の検査

イ　生産したパソコンの品質検査 

エ　新聞社などの世論調査 

カ　高校の入学検査

ある工場で製造した２万個の製品から，無作為に３００個を取り出して品質検査を行った。

このとき，次の問いに答えなさい。

右の表は，３４人のクラスからくじびきで８人の生徒を選び，体重を調べたものである。こ

のとき，次の問いに答えなさい。

①　この調査の標本の大きさを答えな

さい。

ある農園でとれたみかん１０００個から，無作為に抽出したみかん５０個の糖度を調べたとこ

ろ，糖度が１０度以上１４度未満のみかんが１５個であった。このことから，この農園でとれ

たみかん１０００個のうち，糖度が１０度以上１４度未満のみかんは，およそ何個と推定できる

か。

クリップがたくさん入っている箱から，３０個のクリップを取り出し，その全部に印をつけ

て箱にもどす。その後，この箱から５０個のクリップを無作為に抽出したところ，印のつい

たクリップは６個であった。この箱に入っているクリップの個数は，およそ何個と推定でき

るか。

ある工場で製造した

２万個の製品

イ，エ，オ

取り出した300個

8

約51 .5kg

およそ300個

およそ 250個

この農園でとれた糖度が10度以上14度未満のみかんの個数を x個とする。
・標本の（10度以上14度未満のみかんの個数）：（みかんの総数）＝15：50
・母集団の（10度以上14度未満のみかんの個数）：（みかんの総数）＝ x：1000
・標本と母集団の比率は同じだと考えられるので，15：50＝ x：1000
→ 50x＝15000 → x＝300

箱の中に，およそ x個のクリップが入っているとする。
・標本の（印のついたクリップの本数）：（クリップの総数）＝6：50
・母集団の（印のついたクリップの本数）：（クリップの総数）＝30：x
・標本と母集団の比率は同じだと考えられるので，6：50＝30：x
→ 6x＝1500 → x＝250


